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今
回
は
会
員
を
募
集
し
て
い

る
町
内
の
い
ろ
ん
な
サ
ー
ク
ル

を
紹
介
し
ま
す
。

番
は
気
分
も
新
た
に
な
る
季

節
。
こ
れ
を
機
会
に
あ
な
た
も

新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

編
物
サ
ー
ク
ル

手
続
教
室

手
持
ち
の
占
毛
糸
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
素

敵
な
ニ
ッ
ト
に
再
生
、
健
康
の
為
に
も
手

先
を
使
う
編
物
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き

金
曜
日
　
（
月
4
回
）

午
前
同
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
視
聴
先
客

●
対
∴
象

遠
賀
町
及
び
隣
接
地
に
住
ん
で
い
る
人

※
初
心
者
大
歓
迎

●
費
　
用
　
二
千
五
百
円
／
月

（
入
会
金
不
要
）

●
申
し
込
み
　
山
田
克
憩
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
4
0

初
心
者
向
け
の
や
さ
し
い
手
編
み
を

始
め
ま
せ
ん
か
。
小
物
か
ら
セ
ー
タ
ー

な
ど
楽
し
み
な
が
ら
作
品
が
作
れ
ま
す
。

気
軽
に
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き

第
1
・
2
・
4
水
腫
日

午
前
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
室

●
費
　
用
　
二
千
円
／
月

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
申
し
込
み
　
辻
　
氾
美
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
1
9
8

土
曜
日
　
牛
後
8
時
～

（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
対
象
）

●
と
こ
ろ

遼
讃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
費
　
用
　
無
料（

砲
代
は
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み
　
直
接
練
習
場
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
〈
2
9
3
）
　
0
1
1
6

押
し
花
あ
ん
ず
の
会

趣
鴫
の
園
芸

●
と
　
き

第
2
・
4
土
曜
日

午
前
9
時
0
0
分
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里

●
費
　
用
　
五
日
円
／
月

●
申
し
込
み
　
松
本
　
隆
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
2
1
7

身
の
ま
わ
り
に
咲
い
た
花
や
野
の
花
を

押
し
花
絵
に
し
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

第
1
火
曜
日
遠
賀
叫
中
央
公
民
館

第
2
木
曜
日
広
渡
公
民
館

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

●
費
　
用
　
千
円
／
月

（
材
料
費
別
）

●
連
絡
先

柴
田
佳
代
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
9
1

平
岡
政
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
5
6
2

●
対
　
象
　
中
学
生
以
上

※
高
齢
者
・
初
心
者
大
歓
迎
、
体
験
入
会
可

●
申
し
込
み
　
多
門
さ
ん

℡
　
〈
2
9
3
）
　
4
1
2
0

遠
賀
剣
道
教
室

武
彦
合
気
道
一
心
会

遠
賀
太
鼓
の
会

●
と
　
き

火
曜
日
　
午
後
7
時
0
0
分
～

（
小
学
生
以
上
の
初
心
者
対
象
）

合
気
道
で
　
「
気
」
　
を
修
練
し
、
体
を
鍛

え
ま
せ
ん
か
。
力
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

中
居
勝
者
で
も
で
き
ま
す
。
護
身
・
健

康
維
持
に
最
適
で
す
。

●
と
　
き

月
・
木
曜
日

午
後
6
時
5
0
分
～
8
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
龍
南
中
学
校
武
道
場

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
。
九
気

な
子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。
い
つ
で
も
、

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

月
・
金
曜
］
　
武
道
場

土
曜
日
　
　
　
通
質
南
中
学
校
武
道
揚

水
・
土
曜
日
　
出
門
小
学
校
体
育
館

※
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
7
時
0
0
分

●
申
し
込
み

4
月
1
9
日
　
（
金
）
、
2
6
日
　
（
金
）
　
の
午

後
6
時
ま
で
に
武
道
場
へ

●
問
い
合
わ
せ

中
川
康
一
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
3
2
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弓
道
教
室

あ
な
た
も
一
度
、
弓
を
引
い
て
的
を

射
て
み
ま
せ
ん
か
。
高
校
生
以
上
な
ら

ど
な
た
で
も
遠
賀
町
弓
道
場
へ
ど
う
ぞ
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
と
　
き

5
月
1
4
日
（
火
）
か
ら
6
月
8
日
（
土
）

ま
で
の
火
・
木
・
土
昭
日

午
後
1
時
～
3
時

午
後
7
時
～
9
時
の
二
部
制

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場

●
費
　
用
　
千
円
（
保
険
料
）

●
申
し
込
み
　
西
村
健
二
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
6
4
1

ま
た
は
直
接
弓
道
場
ま
で

楽
し
い
仲
間
と
上
達
目
指
し
て
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
の
か
好

き
で
何
か
を
始
め
た
い
女
の
子
。
一
度

練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

月
・
水
・
木
曜
日

午
後
5
時
0
0
分
～
7
時
5
0
分

土
曜
日
　
午
後
2
時
～

●
と
こ
ろ
　
広
瀬
小
学
校
体
育
館

●
対
　
象
∴
町
内
在
住
の
小
学
生
女
子

●
費
　
用
　
千
五
百
円
／
月

●
申
し
込
み
　
横
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
3
3
6

ま
た
は
直
接
体
育
館
ま
で

●
対
　
象
　
小
学
生
以
上

（
年
配
者
は
ラ
ー
シ
・
ポ
ー
ル
卓
球

が
楽
し
い
で
す
）

●
費
　
用
　
五
千
円
／
年
（
学
生
は
無
料
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

※
他
に
浅
水
ク
ラ
ブ
　
（
小
学
生
対
象
、

時
間
変
則
）
、
田
圃
ク
ラ
ブ
　
二
般
対

象
、
火
・
余
、
午
前
1
0
時
～
）
　
も
活

動
し
て
い
ま
す
。

絡
し
ま
す

●
と
こ
ろ

遠
質
総
合
運
動
公
園
緑
の
広
場

●
費
　
用
一
一
千
日
／
月

（
当
初
ス
ポ
ー
ツ
保
険
四
百
五
十
日
）

●
申
し
込
み
　
嶋
崎
さ
ん

℡
0
9
0
　
（
1
9
7
4
）
　
9
6
1
7

ま
た
は
直
接
会
場
ま
で

初
心
者
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

劇
団
ろ
ま
ん
倶
楽
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

広
瀬
ジ
ュ
ニ
ア

（女子バレー）

健
康
の
為
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き

4
月
か
ら
1
0
月
ま
で
の

第
2
・
4
土
曜
日

（
町
の
行
事
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
〉

午
後
7
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
　
象
　
2
0
歳
以
上
の
人

●
費
　
用
　
五
千
円
／
年

入
会
金
　
千
円
　
（
道
具
代
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
。
演
劇

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
道
芸
や
舞
踊
な

ど
に
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い
ま

す
。
一
度
、
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
っ

●
と
　
ぎ

水
・
金
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
∴
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
五
百
円
／
月

●
申
し
込
み
　
迷
質
町
中
央
公
民
館

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
、
ゲ
ー
ム

が
楽
し
め
る
ま
で
分
か
り
や
す
く
指
導

し
ま
す
。

お
ん
が
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

広
瀬
校
区
卓
球
ク
ラ
ブ

●
と
　
き

水
曜
日
　
午
後
7
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
ー
地

元
九
州
の
大
分
で
も
試
合
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
未
来
の
W
杯
の
選
手
に
な
ろ
う
I

●
と
　
き

月
・
火
・
木
曜
日

午
後
5
時
3
0
分
～
7
時
5
0
分

土
・
日
曜
日

午
前
9
時
5
0
分
～
正
午
ま
で

※
練
習
試
合
等
あ
る
と
き
は
、
随
時
連

●
と
　
き
　
5
月
9
日
　
（
木
）
　
か
ら

火
・
木
曜
日
（
全
1
0
回
）

午
後
7
時
～
9
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
費
　
用
　
二
千
円
（
初
回
時
全
納
）

●
締
め
切
り
　
5
月
1
日
　
（
水
）
　
ま
で

●
申
し
込
み
　
佐
藤
義
雄
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
3
9
6
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ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
六
団

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
少
女
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
グ
ル
ー

プ
活
動
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
自
ら
学

ぶ
様
々
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
と
　
き

月
2
・
3
回
　
（
主
に
日
曜
日
）

午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ

ス
カ
ウ
ト
ハ
ウ
ス
周
辺
　
（
役
場
横
）

※
ア
ウ
ト
ド
ア
有
り

●
対
　
象
　
小
学
校
低
学
年
女
子

●
費
　
用
　
千
円
／
月

※
別
途
毎
年
登
録
費
が
必
要
で
す

●
申
し
込
み
　
仲
野
カ
ズ
エ
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
0
1
1

て
2
0
年
。
野
外
を
教
育
の
場
と
し
て
自

発
活
動
に
よ
り
、
健
康
で
社
会
に
奉
仕

出
来
る
青
少
年
を
育
て
る
世
界
的
な
社

会
数
台
団
体
で
す
。
一
度
見
学
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
！

●
と
　
き

日
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
役
場
・
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
周
辺

●
対
　
象

幼
稚
園
年
長
組
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
ま
で
の
男
女

●
費
　
用
　
千
五
百
円
／
月

登
録
費
　
三
千
七
百
円
　
（
毎
年
）

入
団
費
　
千
円

●
申
し
込
み

岡
さ
ん
　
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
7
7
7

奥
村
さ
ん
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
3
9
3
7

遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

夢
は
日
本
一
。
健
康
∴
体
力
作
り
、

仲
間
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
2
3
歳
か
ら

6
7
歳
ま
で
の
男
女
が
入
り
乱
れ
て
楽
し

く
遊
ん
で
い
ま
す
。
見
学
、
体
験
O
K
。

●
と
　
き

月
曜
日

午
後
7
時
5
0
分
～
9
時
5
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象

健
康
で
運
動
の
で
き
る
人

（
町
内
外
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
費
　
用
　
三
千
円
／
半
年

●
申
し
込
み
　
田
中
幸
男
さ
ん

℡
0
9
3
　
（
2
4
4
）
　
1
8
6
9

ま
た
は
直
接
会
場
ま
で

紫
陽
花
の
会

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会

遠
賀
手
話
の
会

四
季
折
々
の
料
理
と
菓
子
作
り
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き

第
1
火
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
調
理
室

●
費
　
用
　
千
五
百
円
／
月

●
申
し
込
み
　
奥
村
弘
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
9
3
7

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

遠
賀
第
二
回

遠
賀
町
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
出
来

ア
ウ
ト
ド
ア
　
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
野

鳥
・
野
草
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、

和
風
作
り
一
な
ど
幅
広
く
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
好
き
な
人
集
ま
れ
ー
・

●
と
　
き

第
2
・
4
火
曜
日

午
後
7
時
0
0
分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象
一
緒
に
活
動
で
き
る
人

（
町
内
外
、
年
齢
、
惜
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
費
　
用
　
六
千
回
／
年

●
申
し
込
み
　
田
中
幸
男
さ
ん

℡
0
9
3
　
（
2
4
4
）
　
1
8
6
9

手
話
教
室
で
は
、
毎
回
の
学
習
の
中
に

ゲ
ー
ム
や
交
流
会
を
と
り
入
れ
、
聴
覚

障
害
者
の
先
生
方
と
楽
し
く
学
ん
で
い

ま
す
。
手
話
は
、
ろ
う
あ
者
に
と
っ
て

大
切
な
言
熊
で
す
。
手
話
に
興
味
、
関

心
の
あ
る
方
、
一
度
教
室
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

木
嘱
目
　
午
後
7
時
～
9
時

●
と
こ
ろ

遠
舘
町
中
央
公
民
館
2
階
会
戦
室

●
費
　
用
　
二
千
円
程
度
／
年

●
申
し
込
み
　
岩
崎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
8
7
7

マ
ロ
ン
の
会（

お
菓
子
作
り
）

手
作
り
の
お
菓
子
を
食
卓
に
の
せ
て

家
族
に
喜
ん
で
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き

第
4
水
曜
日

午
前
1
0
時
～
牛
後
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
調
理
室

●
指
導
書
　
矢
野
　
昭
子
先
生

●
対
　
象
　
申
し
込
み
順
三
人
ま
で

●
費
　
用
　
千
円
／
月

●
申
し
込
み
　
有
吉
和
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
8
7
1
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「いきいきふれあい学級」受講生募集
楽しく、豊かな生きがいづくりのための「いきいきふれあい学級」の平

成14年度の受講生を募集します。

講　座　名 �有志指導書 �と　き・回　数 �と　こ　ろ 

①そば打ち �めん倶楽部 �毎週水曜日（5回） �ふれあいの里 
遠賀 �午後1時30分～4時 

②パン作り �パンの会 �毎週火曜日（7回） 午後1時～5時 �売、れあいの里 

③多勢操と �入江於里枝 �毎週火曜日（10回） 午前10時～正午 �中央公民館 

④㌫ワ‾ク“ �井上　恵滴 �毎週木曜日（10回） 午前10時～正午 �中央公民館 

⑤雪景霊） �高　　瞭虹 �毎週土曜日（10回） 午前10時～正午 �中央公民館 

⑥囲　　碁 �松元　秀夫 �毎週土曜日（10回） 午後1時30分～3時30分 �中央公民館 

※③～⑥のうち、申し込みの多い2講座と、（壬X享）の4講座を開設

●対　　象

●定　　員

●開　　講

●費　　用

●締め切り

●申し込み

5〔∽

初心者（町内在住）
※①と②は初心者に限りませんが、初心者を優先します

各10人程度（申し込み多数の場合は抽選）

※（Dと（多は8月と10月にも募集します

5月末予定

無料（材料費は受講者の負担）
4月30日（火）午後5時まで

申込書に必要事項を記入して、中央公民館事務室に申し込ん

でください　℡（293）1355

※申込書は中央公民館、役場、ふれあいの里にあります

新
た
に
発
足
す
る
会
で
す
。
山
野
の

小
さ
な
草
花
、
大
き
な
自
然
な
ど
、
ネ

写
真
ク
ラ
ブ

リ
バ
ー
サ
イ
ド

子
と
も
に
本
の
楽
し
さ
、
ず
ぼ
ら
し
ぎ

を
広
め
る
事
を
目
的
と
し
た
読
犠
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
私
達
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き

金
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
費
　
用
　
千
円
／
年

●
申
し
込
み
　
美
野
弘
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
8
1
5

母
と
子
の
読
書
グ
ル
ー
プ

青
い
麦
の
会

イ
チ
ャ
ー
を
主
に
楽
し
み
な
が
ら
作
品

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き
　
（
月
1
回
活
動
予
定
）

第
1
田
口
　
4
月
1
9
日
　
（
金
）

牛
後
7
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
∴
象
　
初
心
者
、
老
若
男
女
問
わ
ず

写
真
に
興
味
の
あ
る
人
大
歓
迎

●
費
　
用
　
五
千
円
／
年

●
申
し
込
み
　
武
谷
　
明
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
7
2

私
た
ち
は
、
遠
賀
町
教
宙
委
員
会
後

援
の
下
、
子
育
て
教
育
の
企
画
・
運
営

を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
体
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
及
び
賛
助
会
員
を
募
り
ま
す
。

●
費
　
用

ス
タ
ッ
フ
　
千
円
／
年

賛
助
会
員
　
千
円
／
一
口
　
〈
何
日
で
も
可
〉

●
問
い
合
わ
せ
　
早
川
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
0
5
0

遠
賀
町
育
児
会



膨瀦曝圃闘纏鯵i朝勘
＿　／／－こ＼　＿＿

－ム 警報泰曝覆＼ji

お願い 

●ごみは必ず持ち帰ってください。 

●指定された田んぼ以外には入らないそください。 

軽度生活援助事業の
内容が変わりました
一人暮らしの高齢者、または高齢者夫婦の世帯を

対象に、日常の軽作業を行う軽度生活援助事業です

が、勇足や草取りなどの作業の時間と回数の制限が

変わりました。

＜旧＞

1年度に4回まで（1回6時間以内）

＜新＞

1年度に24時間まで（回数制限なし）

回数の制限をなくし、1回の作業に使える時間に

自由度を持たせて、より使いやすいサービスにしま

した。

●問い合わせ　福祉課高齢者係

（∽6

一十亭∴十 品∴一言∵　∴∴i＝∴▲∴ 

，・㌣∴・完結 

をと＼体の 
健寝相薮が始まります 

4月から毎月1回保健師による健康相談が始ま 

ります。血圧が気になる人、食生活や運動につい 

て知りたい、あるいは、このごろストレスがたまっ 

て眠れないなど、心に関する相談も受け付けます。 

本人でなくてもかまいません。お気軽におこしく 

ださい。 

●と　き　4月17日（水） 

午後1時30分～3時 

●ところ　遠賀町中央公民館和室 

●対　象　遠費町在住者 

●問い合わせ　福祉課健康対策係 

遠
賀
町
で
は
、
レ
ン
ゲ
を
植

え
た
町
内
の
数
か
所
の
田
ん
ぼ

を
、
レ
ン
ゲ
フ
ァ
ー
ム
と
し
て

開
放
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一

面
に
咲
い
た
レ
ン
ゲ
の
中
で
思

い
っ
き
り
選
ん
で
み
て
く
だ
さ

い。※
田
ん
ぼ
に
よ
っ
て
開
花
状
況

が
異
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

産
業
課
農
政
商
工
係



コミュニティセンターホール

楽しい劇で盛り上がろう！ 

●大型紙芝居　●アニメ映画　●影絵　●朗読 

●ブラックシアター 

‥　‾「ゝ �� 

i ∴IT“－　l 

ト幸手、／二審二／‾ 　　～i �評単〝雷輩出‾議出違 

、ヾ．“一膏妻． 曳山」 

グラウンドで元気いっぱい遊ぼう！
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●スライムづくり、クラフト作り

●フライングディスク　●モンキーブリッジ

●ナイスピッチング　　●グラウンドゴルフ

●パットゴルフ　　　　●遠賀太鼓

・世界一周㌫∴：器

7cm

お腹いっぱい 

………‥甜融 食べよう！ 
●おやつの試食 

●フランクフルト　書く　　　　＼ 

●カレーライス　　　　　　　　　嶋＼、i 

雪藷ン輔半軸ii＼ 
●ラムネ く二三／Iiiと＿ ↓；）〕ラ ∴∴∴ 

●と　き　4月29日（祝）
午前10時～午後2時

●ところ　遠賀勤労者体育センター、

遠賀コミュニティーセンター周辺

1－品簡　すn∵言、甲‾iS一　　勤労者体育センター 
∴∴＋∴　＿畠 

畷＼蹴羅灘 
）　● 



十三はらしい環境ができましたi：m　‾‾　　　　　　　－1－　　　　　　＿

†　住宅地区改良事業推進委員に感謝状を贈呈

国威4櫨から始まった緑ヶ丘躯の住宅地区改
良事業。完了した今年、長年地九と役場との連絡役を

した推進委貝のみなさんに感謝状が贈られました。

推進委員の襟川さんは「こんなにすぼらしい環暁が

できて本当に鰯しいです。事業が始まる前など、毎晩

地区の人と膝突き合わせて話し合ってきた甲斐があり

ました。当時反対していた人も、こんなにキレイにな

るんならもっと早く賛成しておけば良かったと言って

ます」と言います。それも、みなさんが地区のためを

思って努力したおかげです。ありがとうこきいました。

／ ／●〇、／ 舌、“ 

学校の一日体験入学が、町内の小学校でありまし囲
た。取材に行った即軌、学校でも、2月26日に今年4月

に入学する子どもたちを迎えて行なわれました。

お兄さんやお姉さんの教室ではパソコンを使ったり、

自分たちで考えたお話を発表したりと楽しそうな授業が

たくさんありました。最後には体育館で一年生のお兄さ

んお姉さんと一緒にゲームをして楽しみました。

蓮田EF
手車

母親たちの悩みを聴く

大日向雅美さん講演会 塁画 題ん性 しの研 た「発 話∴母の 演親節 会だ一 がち人 3の昔 日悩“ 2み大 日をFi に臆面 �e i ＿＿＿一二三豊基 �l l ‾‾「一、－〇一一－ 

‡咽認 ＿＿＿＿＿＿～＿＿＿＿二二二三三：国 

（∽8

轟
み
ん
な
待
っ
て
ま
す

l
　
小
義
到
。
馴
剛
針

中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

男
悟
が
1
日
に
子
育
て
に
か
け
る
時

間
が
、
専
業
主
姉
の
家
庭
で
1
5
分
、
共

働
き
夫
婦
で
自
分
と
い
う
数
字
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
は
母
親
一
人

に
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
母
親
を
母
親

と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
大
人
と
し
て

み
て
欲
し
い
」
　
と
訴
え
る
大
日
向
さ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
　
「
こ
れ
か
ら
は
地
域
で

子
育
て
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
　
と

締
め
く
く
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。



大きくなって帰ってきてね

国

サケの放流会

くしの子も顔を出し始めた3月10日、青少年育成町民会

わたしのおかあさんはおまわりさん

難波志帆さんが作文で全国入賞

9∽〕

誠が主催するサケの放流会が西川で行なわれました。この日は

子どもたちを中心に約150人の参加者が集まり、大切に宵でた稚

魚をそーっとIiiへ放流します。この日放流するのは、事前に飼

育者を町ij事から募って育ててもらった稚魚や、国土交通省の遠

賀川工事事務所から寄付してもらった稚魚です。

子ともたちは西Iiiで元気に泳いでいく稚魚を見つめながら、

小さな命が立派に成長して故郷のIiiへ帰ってくることを願って

いました。

臨議i‾‾「甲 
必i 　高堪 　－∴ �，証‾ ∴∴∵∴十∴ ）小 用、● ’黒《，㌔っ義 

・●′ ����楽しか 
・・‾●－ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

lh＿。 ����囲っか。 の中学校で 取材に行っ． しました。 卒業生は 生活との撮1 った先任や； までも思い‡ 
1、、でi∴蕊へ十二」、、、綱 ���書く 

・諸般＼手早ノ ∴千∵∴∴十 � �■ト、二 
／ 

1 ，」 �　さig ll／l亀－ 

ノ迅†：＼ 11 　学、＿i′1 罷∴：∴ 

ありがとう

中学校の卒業式

り春の陽気に包まれた3月15i

卒業式があり

上　町内

ました。今年は265人、

た遠賀中学では181人がrii学校を卒業

式が終わった後も楽しかった中学校

後の別れを惜しむように、 お世話にな

見送りに来た後輩たちといつ

tlを語り合っていました。

手工ど
一雪二

国
波
志
帆
さ
ん
（
轟
小
一
．
年
）

が
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
題
は
　
「
わ
た

し
の
お
か
あ
さ
ん
は
お
ま
わ
り
さ
ん
」

です。志
帆
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
補
間

糠
に
四
つ
あ
る
手
話
交
番
に
勤
め
て

い
て
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の

た
め
に
手
話
で
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
志
帆
さ

ん
は
大
好
き
。
今
は
、
お
母
さ
ん
の

よ
う
に
　
「
困
っ
た
人
が
い
た
ら
助
け

て
あ
げ
た
い
」
　
と
思
っ
て
お
母
さ
ん

か
ら
手
話
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
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佐藤　　望ちゃん　　　　　　比嘉　実朕ちゃん

貸精　箕善くん　　　　　　花田　優香ちゃん

絵

藤井　盤輝くん　　　　　　　　中西　　弁くん

新　　塀言　ク �遠 賀 青 �燕定　柳　　時し �遠 賀 桃 �灯ッ福†　飛冬　　今街 �お ん が � �「葛■「 俳 
刊　　ご　　レ ��来れ　川　　雨ぐ ��と　寿！　行晴　　日　中 
の　しI 匂；に　ン ��る　の　る い　雛；る ��も草‡機れ　もに るの　雲の　煙ま 

ひ　弾　さ を　塾　び ��つ　め夢　や も　ぐ　躍ら ��ご金　が空　のぶ と色　切を　経た 

連　詩　枯昔 ふ　や∴∴野∴ 春　沈とと岸 �葉 �の　り　演芸 駅　を　は �友 �さの　りす　え閉 光花曇てぼ　るじ を地ら行つ　こい河 �短 歌 会 議 ��短句 

句 会 �轟羅 �句 の　丁－　な原 紀風入花台三り 　　　　さ重 ���会 �　もに　くと　とる中 大てあーなま上な石 ���ノ 」SSL 

成　　原て，日 　　　　間言行 �抄 ��抄 �堪りそ因りラ雪しぎ聾 �革 

塵　　理　　宣工選 ����房　　　　房　　に　シ　　け選 
子　　子　　子場 ����江　　　　子　　　　ノ 

壷ohパ高調恥的栂

たヨロシクオネガイシマス！

休
日
に
外
出
す
る
と
必
ず
ど
こ

か
ら
か
　
「
シ
リ
ウ
ス
せ
ん
せ
～

い
ー
ハ
ロ
ー
I
L
　
と
い
う
遠
賀

の
小
中
学
生
の
声
が
聞
こ
え
て

き
た
。
皆
、
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
、
覚
え
た
で
の
単
語
を
使

い
話
し
か
け
て
き
た
。
や
っ
ぱ

り
子
供
は
ス
ゴ
イ
！
と
思
う
。

何
の
と
ま
ど
い
も
、
璃
鰭
も
な

く
体
当
た
り
で
人
の
心
に
橘
を

か
け
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
私
は
一
年
間

支
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
I
 
L
O
 
V
 
e

新
学
期
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
昨

年
度
、
不
慣
れ
な
私
を
あ
た
た
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
毎
日
二

ユ
ニ
コ
笑
顔
で
と
ん
で
き
て
迎
え
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
÷
つ
れ
し
か
っ
た
。

ー
a
P
a
 
n
を
読
ん
だ
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ま
た
電
話
を
く

だ
さ
っ
た
遠
賀
町
の
皆
様
、
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
一

年
間
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ヨ
ロ
ン
ク
ー



叉 �書館だ �り「 ．Cnga．fukuoka．jp 
●　－　　　　　ll 

●ホームページアドレス　http：／／www．Iibra 

来館者10万人突破！

題真田

3月19日、遠賀町立図醤館の来観

者が、10万人を突破しました。記念

すべき10万人日になったのは、中村

健二さんと佳葉子ちゃん。中間市に

住んでいるそうですが、実家が松の

本にあるので、遠賀町の図番館をよ

く利用しているそうです。ちなみに、

この日は図書館で上映されるドラえ

もんのビデオを見にきたそうです。

回国回国回国回田圃
映画上映会

●と　き　4月21日（日）

●上映作品

『10ぴきのかえる』

◇上映時間　午前11時～11時20分

子ども向きアニメ。

『ミセス・ダウト』

◇上映時間　午後2時30分～4時30分

ロビン・ウィリアムズ主演の傑作ホームコメディ。

絵本の読み聞かせ
●と　き　4月6日、13日、20日、27日

（いずれも土曜日）　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

ウッディ君からの

図書館に郷土資料をたくさん証こうと思っているんだ。

遠賀郡や付近の資料を持っている人で、どなたか譲ってく

れる人はいませんか（昔の写真でもよいです）。

11（∽

回国回国圃
◆一般書
『おかめなふたり』

群　ようこ著

作家と猫の愛憎生活をつづった　e∴＊
エッセイ。

『白い声　上・下』
伊集院　前著

スペインを舞台にした究極の恋

愛小説。

『いま聞きたいいま話したい』

瀬戸内　寂聴著

著者と山田詠美の二人の女流作
家が「私小説」「死」「男と女」につい
ての対談を編集。

『家庭版・危機管理マニュアル』

主婦と生活社
イザというときに自分と家族を守

るためのマニュアル本。

『これならわかる洋ランの
咲かせ方』

江尻　光一菅

『超ビギナーのための
フラワーアレンジ
基礎レッスン』

神保　豊監修

◆児童書
『ルドルフといくねこ

くるねこ』

斎藤　洋作　杉浦　漕茂絵
シリーズ「ルドルフと

イッパイアヅテナ」の

第3弾。

『ともだちひきとりや』

舶練部作
隆夫　なな絵
絵本『おれたち、ともだち＝

第5弾。

Ja鼻
LL＿＿

◆雑　　誌
月刊誌

九州ゼクシィ、クーヨン、マフィン、釣紀行、釣春秋、

my40’S、婦人画報、ロードショー、るるぶじゃぽん、

25ANS（ヴァンサンカン〉

隔月・季刊誌
コットンタイム、私のへや、私のカントリー

週刊誌
m・孤、ニューズウイーク（英語版）、

Yomjuh WeekIy

tティーンズコーナー］
CDHITSI、アニメージュ、マイバースデイ

工「」



こんな症状は

ありませんか？

いくつか当てはまる人

は、ちょっと心が疲れ気
味。気持ちをリラックス

させましょう。

●生活に張りがない

●楽しんでいたことが楽

しくない

●楽にできていたことが

おっくうに感じる

●自分は無能で価値のな
い人間だ

●わけもなく疲れを感じる

●食欲がない

●よく眠れない

●必要以上に自分を責める

●死にたいと思う

みんな緩いていました

（∽12

」

弘；雄；賞
紀，大（也

松浅　田
ノ　木　圃

本〉南

驚
。
偶
腰
㊦
配
興

う
　
つ
　
病

「
う
つ
病
」
は
一
部
の
人
だ
け
が
か
か

る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ
病
と
は

「
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
時
的
に
不
足
し

た
状
態
」
で
あ
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
も
の
で
す
。
特
に
最
近
は
仕
事
や
人
間

関
係
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ト
レ
ス
が
原
因

の
う
つ
病
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
予
　
防

▽
自
分
を
知
る

う
つ
病
は
真
面
目
で
几
帳
面
、
責
任

感
が
強
い
人
が
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
当
て
は
ま
る
人
は
普
段
か
ら
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
発
症
の
き
っ
か
け

親
し
い
人
と
の
別
れ
や
仕
事
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
結

婚
や
出
産
、
昇
進
な
ど
の
喜
ば
し
い
こ

と
も
本
人
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
感
じ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
休
費

ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
音
楽
を
聴
い

た
り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
思
考
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る

一
人
で
責
任
を
背
負
わ
な
い
、
必
要

以
上
に
自
分
を
責
め
な
い
、
ま
わ
り
の

人
と
相
談
す
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
早
め
に
相
談
を

本
人
や
周
囲
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で

は
対
処
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

痴
呆
や
他
の
病
気
と
の
鑑
別
も
必
要
で

す
の
で
疑
わ
し
い
時
は
心
療
内
科
や
楠

押
科
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
抵
抗
が
あ

る
場
合
は
か
か
り
つ
け
医
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

○
治
　
療

▽
ま
ず
は
休
善

と
き
に
は
仕
事
を
減
ら
し
た
り
、
休

ん
だ
り
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、
あ

せ
ら
ず
気
長
に
構
え
ま
し
ょ
う
。

▽
き
ち
ん
と
薬
を
服
用
す
る

自
己
判
断
で
薬
を
や
め
る
と
、
か
え
っ

て
長
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
家
族
の
対
応

怠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

無
理
に
励
ま
す
の
は
逆
効
果
で
す
。
家

族
も
一
緒
に
気
長
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
受
診
の
際
は
同
行
し
、
接
し
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
最
後
に

う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
も
、
予
防

や
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

灘
で
も
心
に
不
安
を
抱
え
る
こ
と
の
多

い
時
代
、
心
の
病
気
は
決
し
て
恥
ず
か

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
疑
わ
し
い
場
合

は
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

小
学
生
2
年
男
子

優
　
勝
　
白
石
　
和
睦
　
（
遠
賀
川
）

準
優
勝
　
八
木
健
太
郎
　
（
木
守
）

第
3
位
　
吉
川
　
拓
弥
　
（
別
府
）

小
学
生
3
年
男
子

優
　
勝
　
斉
藤
　
良
樹
（
田
圃
南
）

準
優
勝
　
武
石
英
治
郎
（
木
守
）

ー
…

遠
賀
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

遠
賀
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
2

月
2
4
日
に
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
で
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
生
1
年
男
子

優
　
勝
　
檻
山
　
大
夢
　
（
木
守
）

準
優
勝
　
中
野
　
事
大
（
田
圃
北
）

第
3
位
　
赤
司
　
典
之
　
（
別
席
）

第
3
位
　
西
村

小
学
生
4
年
男
子

優
　
勝
　
荒
木

準
優
勝
　
兼
元

第
3
位
　
玉
木

小
学
生
5
年
男
子

優
　
勝
　
中
野

準
優
勝
　
柴
田

第
3
位
　
此
藩

小
学
生
6
年
男
子

優
　
勝
　
斉
藤

準
優
勝
　
松
本

第
3
位
　
赤
司

中
学
生
1
年
男
子

優
　
勝
　
樹
山

中
学
生
2
年
男
子

優
　
勝
　
加
治

準
優
勝
　
古
家

第
3
位
　
藤
原

的
歳
末
満
男
子

優
　
勝
　
中
野

準
優
勝
　
小
川

0
0
歳
以
上
男
子

優
　
勝
　
樋
山

拓
也
　
（
遠
賀
川
）

靖
賓
　
（
田
圃
南
）

浩
大
　
（
田
園
北
）

陽
介
　
（
遠
賀
川
）

享
良
　
（
田
園
南
）

圭
介
　
（
田
園
北
）

源
平
　
（
別
府
）

雄
大
　
（
木
守
）

誠
也
　
（
別
府
）

宰
訓
　
（
木
守
）

将
浩
　
（
浅
水
）

義
幸
　
（
出
国
前
）

恵
一
（
木
守
）

清
文
　
（
木
守
）

準
優
勝
　
杉
本
千
栄
裕
（
別
府
）

第
3
位
　
西
村
　
正
洋
（
芙
蓉
）

5
0
歳
以
上
男
子

優
　
勝
　
佐
藤
　
弘
之
　
（
田
圃
北
）

準
優
勝
　
稲
垣
　
保
己
　
（
田
園
南
）



短期集中達識

変わる変わる

韓鐘力填める

3（00

圃　サラリーマンの妻（夫）

サラリーマンの妻（夫）で配偶者の扶養に入っている

人は、届出をすれば直接保険料を納めなくて済みます。

この人たちのことを国民年金では「3号被保険者」と言

います。

今回は3号被保険者の手続きについてです。

oなぜ納なくでいいの？
専業主婦（夫）は、職業ではありません。しかし、

別の見方をすれば、夫や要が働く環境を良くする仕

事をしているとも考えられます。そこで、厚生年金

や共済組合全体が彼らの保険料を負担しているので

す。ですから、サラリーマンが支払う保険料（給料

から天引きされています）には、独身、既婚を問わ

ず、3号被保険者の保険料も入っています。

e扶糞に入ったら届出を

◆

いくら結婚して扶糞に入っていても届

出をしていなければ3号被保険者にはな

りません。手続きをせずに放っていたら、

最悪の場合は年金を受けられなくなりま

す。そこで、結婚して扶糞に入ったとき

や、大（妻）が会社を変わったときなど

は、忘れずに届出をしましょう。

e勤め先に届けましょう
3号被保険者の届出は、今までは役場でしていま

した。しかし、4月からはそれぞれの勤め先に届け

れば済みます。ただし、

3月までに扶護に入っ

た場合は、4月以降も

役場に届出をしてくだ

さい。

e繋鵜課は
3号被保険者の期間がある人の年余を受けるため

の手続きは、4月からは社会保険事務所ですること

になります。ちなみに、遠賀町に住んでいる人は、

「八幡社会保険事務所」で手続きをします。

●問い合わせ　福祉課国保年金係

「　ミミゴミ挙国二億

5
0
歳
以
上
男
子

優
　
勝
　
高
橋
　
英
側
（
松
ノ
本
）

6
5
歳
以
上
男
子

優
　
勝
　
野
崎
∴
呼
蕗
　
（
東
和
苑
）

小
学
生
1
年
女
子

優
　
勝
　
金
平
喬
莱
破
　
（
浅
水
）

準
優
勝
　
小
西
ゆ
ら
ら
　
（
松
ノ
本
）

小
学
生
2
年
女
子

優
　
勝
　
成
住
依
笑
紀
　
（
別
府
）

準
優
勝
　
満
　
席
里
子
　
（
尾
崎
）

第
3
位
　
加
治
　
　
蝉
　
（
別
肘
）

小
学
生
3
年
女
子

優
　
勝
　
族
生
　
恵
子
（
尾
崎
）

準
優
勝
∴
森
永
　
鮨
香
l
　
（
東
和
苑
）

第
3
位
　
大
槻
千
葉
津
（
道
営
）

小
学
生
4
年
女
子

優
　
勝
　
清
　
　
栄
美
（
尾
崎
）

準
優
勝
　
眞
鍋
　
　
郁
　
（
田
圃
南
）

第
3
位
　
永
島
　
　
備
（
田
園
南
）

小
学
生
5
年
女
子

優
　
勝
　
海
老
原
志
穂
（
田
園
南
）

準
優
勝
　
西
村
　
　
彩
　
（
遠
賀
川
）

小
学
生
6
年
女
子

優
　
勝
　
清
　
絵
梨
奈
（
尾
崎
）

準
優
勝
　
水
嶋
　
佑
実
（
浅
木
）

第
3
位
　
樋
山
　
志
保
（
木
守
）

遠
賀
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、
3
月
3
日
に
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
、
1
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

A
コ
ー
ト

優
　
勝
　
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ

準
優
勝
　
芙
蓉
A

B
コ
ー
ト

優
　
勝
　
ア
ス
タ
ー
ズ

準
優
勝
　
レ
ッ
ク
ス

遠
賀
町

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

勝
　
古
家
美
津
江
　
（
木
ぜ

3
5
歳
未
満
女
子

優
　
勝
　
重
松
　
優
子
（
田
圃
商
）

準
優
勝
　
小
西
み
ゆ
き
（
松
ノ
本
）

4
0
歳
以
上
女
子
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◇中央公民館
陶芸、和紙絵
4月30日まで

◇ふれあいの璽
写　真

°　　4月30日まで　o

繍臨露掴撥

●と　き　毎月第4火曜日

午前10時～11時

※祝日は休みです

●ところ

ふれあいの里センター

●対　象

身体障害者手帳（聴覚障害）の

交付を希望する人、または補聴

器の購入や修理を希望する人

※身体障害者手帳を持っている人

は、手帳を持参してください

●問い合わせ　福祉課福祉係

（∽14

輪柚障害者福祉手帳などの

申請窓口が変わりました

精神障害者保健福祉手帳と通院医療費公費

負担の申請窓口が変わりました。

これからは役場で手続きができます。

●問い合わせ　福祉課福祉係

く

ら

し
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．
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す
く
す
く
（
乳
児
）
相
談

●
と
き
　
4
月
1
6
日
　
（
火
）

受
付
＝
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象

生
後
3
か
月
か
ら
1
2
か
月
ま
で
の
乳
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
計
測
、
保
健
師

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
義
士
に
よ
る

離
乳
食
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

増
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
善
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

悠
避
ひ
る
は

運
動
指
導
士
に
よ
る
お
話
と
ゆ
っ
た

り
し
た
ベ
ー
ス
の
運
動
教
室
で
す
。

●
と
き
　
4
月
1
7
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
3
0
分

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
）

●
内
容
　
健
康
づ
く
り
の
運
動
と
は
つ

健
康
で
長
生
き

●
準
備
す
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服
装
、

上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

憲
法
週
間
無
料
法
律
相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
（
電
話
予
約
制
）

●
と
き
　
5
月
8
］
（
水
）

午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
弁
護
士
会
館

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
）

●
内
容
　
あ
ら
ゆ
る
法
律
問
題

●
受
付
期
間
　
4
月
1
9
日
　
（
金
）
　
か
ら

（
光
治
順
一

●
申
し
込
み

福
岡
県
弁
護
士
会
北
九
州
部
会

℡
0
9
3
　
（
5
6
1
）
　
0
3
6
0

1

－

1

i

 

i

 

i

i

i

 

i

i

．

（

）
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平
成
1
4
年
度

特
設
人
権
相
談
所

今
年
度
も
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
毎
回
、
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員

を
交
え
、
無
料
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
と
き

6
月
同
日
（
月
）
、
1
0
月
針
目
（
月
）

1
2
月
9
日
　
（
月
「

平
成
1
5
年
2
月
1
0
日
　
（
月
）

午
後
1
時
5
0
分
～
4
時

●
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
人

権
問
題
、
家
庭
・
相
続
・
登
記
二
戸

籍
・
金
銭
問
題
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
権
係

一
平
成
1
4
年
度

人
権
相
談
所
の
開
設

い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
な
ど
の
人

権
問
題
の
相
談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
ま
す
。

●
と
き

毎
月
第
4
月
曜
日

（
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時
0
0
分

4
月
2
2
日
（
月
）
、
5
月
2
7
日
　
（
月
）

6
月
2
4
日
（
月
）
、
7
月
2
2
日
（
月
）

8
月
2
6
日
（
月
）
、
9
月
2
4
日
（
火
）

1
0
月
2
8
日
（
月
）
、
日
月
2
5
日
（
月
）

1
2
月
2
4
日
（
火
）
、

平
成
1
5
年
1
月
2
7
日
（
月
）
、

2
月
2
4
日
（
月
）
、
3
月
2
4
日
（
月
）

●
と
こ
ろ

役
場
総
務
課
内
人
橋
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
権
係



使地引園田同園

印可割増
目出山里』旦

臆外　来
定額制の診療所

（1か月に4回まで負担、5回目以降の負担はありません）

◇1　日　　　　　　　800円　→　　850円

病院及び定率制の診療所の1か月の上限額（医療期間ごと）

院外処方せんを交付されなかった人

◇医療機関　　　　　3．000円　→　3，200円

◇大病院恋　　　　5．000円　→　5．300円

院外処方せんを交付された人

◇医療機関と薬局それぞれ

1．500円　→1，600円

◇大病院楽と薬局それぞれ

2．500円　→　2，650円

※大病院とはベッド数が200床以上ある病院です

漢老人保健の訪問着護
定額制の訪問看護ステーション

（1か月に5回まで負担、6回目以降の負担はありません）

◇1　日　　　　　　　600円　→　　640円

定率制の訪問看護ステーションの上限額

◇1か月　　　　　　3．000円　→　3，200円

●問い合わせ　福祉課国保年金係

5∽

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
を

補
勤
し
ま
ず

重
度
障
害
者
の
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り

料
金
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
遠
賀
町
に
住
ん
で
い
る

②
前
年
度
の
町
民
説
が
非
課
税
の
人

③
在
宅
の
重
度
障
害
者
　
（
身
体
障
害

者
手
帳
の
一
級
ま
た
は
二
級
、
療

育
手
帳
「
A
L
、
浦
和
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
一
級
ま
た
は
二
級
を

受
け
て
い
る
人
、
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
）

●
補
助
額

利
用
券
1
枚
で
、
初
乗
り
料
金
の
額

●
交
付
枚
数
　
1
年
度
中
で
2
4
枚

（
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
）

※
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は
7
2
枚

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
、
手
帳
等

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
の
い
ず
れ
か
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

圃
堅
固
昌
謹
書
器

（
大
学
卒
業
竃

●
1
次
試
験
　
6
月
1
6
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

福
岡
大
学
　
（
福
岡
市
城
南
区
）

●
対
象
　
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

●
受
付
糊
問

（郵送）
5
月
9
日
　
（
木
）
　
ま
で
の
消
印
有
効

（持参）
4
月
5
0
日
（
火
）
～
5
月
9
日
（
木
）

●
採
用
予
定
人
数

全
国
で
約
5
0
0
人

●
問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
総
務
課

℡
0
9
3
　
（
7
6
1
）
　
2
5
3
6

」凶回
国

危
険
物
取
扱
書
試
験

●
と
き
6
月
1
6
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

●
試
験
種
類

甲
種
、
乙
種
（
1
類
～
6
類
）
、
丙
種

●
締
め
切
り

5
月
8
日
　
（
水
）
消
印
有
効

●
申
し
込
み

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

◇
危
険
物
準
備
窮
習
会

●
と
き
6
月
2
日
（
日
）

午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
中
間
市
消
防
本
部

●
内
容
乙
種
4
類
、
丙
種

●
受
講
料

二
千
円
　
（
学
生
、
会
員
は
千
五
百
円
）

テ
キ
ス
ト
、
問
題
集
は
別

●
受
付
期
間

4
月
1
5
日
（
月
）
　
～
6
月
1
日
（
土
）

●
申
し
込
み
遠
賀
郡
消
防
本
部

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

※
月
曜
日
休
館

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
美
術
館

（
福
岡
市
中
央
区
）

●
観
覧
料
一
般
　
　
千
百
円

高
大
生
　
　
九
百
円

小
中
生
　
　
五
百
円

※
毎
週
土
曜
日
は
、
高
校
生
以
下
無
料

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
と
そ
の
介
護
者
は
無
料

「

i

i

i

〝

　

i

　

　

　

　

“

－

　

i

i

i

i

∴

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分
　
－
種
及
び
‖
種

●
試
験
日

－
種
　
6
月
2
3
日
　
（
日
）

‖
種
　
6
月
0
0
日
（
日
）

●
対
象

－
種
　
昭
和
4
4
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

目
種
　
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

●
締
め
切
り
　
5
月
1
4
日
（
火
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

※
持
参
は
5
月
1
3
日
〈
月
）
と
1
4
日
（
火
）
の
み

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
申
し
込
み

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

℡
0
9
2
　
（
4
7
2
）
　
2
3
2
1

l
シ
ャ
ガ
ー
ル
展

●
と
き

5
月
1
2
日
　
（
日
）
　
～
6
月
9
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
6
時



前。u二）

童謡議題H

○仕事はどうですか？

この職業について、3年日になります。最

初は3日でやめようと思ったこともあります

が、やっぱりパイクが好きなので、自分には

この仕事しがないと思って続けました。先鞭

にバイクの整備や接客などを教えてもらい、

お客さんの愛執こも答えられるようになりま

した。ですが自分はまだまだなので、もっと

お客さんの要望に答えられるようになりたい

と思います。

●趣味・特技は？

趣味は釣りですね。物心ついたときには、

既に釣り竿を持っていましたね。特技はやっ

ぱりバイクの整備です。とにかく好きで好き

でしょうがないです。分からないことがある

とそこがまた楽しいんですよ。いろいろ考え

た末に分かるとすごくシピレます。

●将来の害は？

独立して自分のバイクショップが欲しいです

ね。一生バイクと過ごしか、位バイクのことは

好きですし、色々な人たちと硝会いか、ですね。

このコーナーでは町で固く若者を紹介していま
す。自薦、他薦、性別は問いません。ご近所
職場の若者をどんどん紹介してください。

商いぢ誌んの声圃回国

〔槙誓器塁；荒業
整っているのに、遠賀町では何一つあ

りません。高速な通信ができるように、

NTTに要請してください。

圏器：
TTに問い合わせたところ、3月から遠賀町でもADSLが利用

うになったそうです。これで　インターネットなどを快適

に利用できるようになるでしょう。

ただ、ADSLは、竜詣局からの蹄桃によっては利用できないことも

あるそうです。また、利用できるまで時間がかかることもあるそうです

ので、あらかじめ御了承ください。

塞窃◎蔀〇秒0時oうo詔oジ

HappyBirthday・∴鶉書芸
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2
0
歳
（
鬼
津
）

ス
テ
ー
ジ
　
（
バ
イ
ク
屋
）

正
志
さ
ん


